東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成27年10月　3日(土)　　　　　　　　　　司会：前田　幸佳　記録：佐々木　真貴子

	高橋
	前田
	宮澤
	松村
	天間
	澁谷
	滝田
	三浦
	西村
	上野

	休
	○
	休
	準
	○
	明け
	休
	明け
	休
	○

	織田
	成田
	加藤
	中野
	工藤
	田口
	田端
	加賀
	佐々木（真）
	荒木田

	○/深
	　休
	準
	欠/深
	年
	○
	○/深
	休
	○
	明け

	木村
	金子
	吉田
	佐々木（孝）
	勝田
	西舘
	
	
	
	

	年
	○
	休
	準
	休
	○
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・マイナンバー（個人番号）の提出について
平成28年1月より社会保障、税、災害対策に行政手続で使用するマイナンバーが、10月より個人宛に送付されます。届き次第、総務まで提出して下さい。詳細は、WIZ掲示板を確認して下さい。

・電算化委員会より

10/16以降の勤務表が掲示されました。10/10を目途にWIZスケジュール登録をして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・石橋　政雄様～継続指示のゾピクロン　5回分処方となる。

・木村　格治様～眼痛訴え、ＡＺ点眼薬、ファンコバ点眼薬処方となる。また、本日就床前薬より、ジプレキサザイディス（10）1T　1×vdsにて以後定期処方となる。

・加藤　京子様～ヒューマログミックス25　1本処方となる。

・浪打　實様～昨日の昼食摂取時、麺（キザミ）を口腔内に溜め込み吐き出す事あり。本

日夕食より、麺禁となる。

・倉舘　俊照様～排便-6日目にて担当医報告し、グリセリン浣腸120ml処方となる。

＜隔離室入室・患者様ケース検討＞

・小笠原　久年様～終日隔離中。9:00～11:00、14:00～16:00開放観察実施。開放観察中に入浴実施している。以後はホールでテレビを観るなどし、問題行動なく経過。隔離中は、壁を指でなぞるなどの奇異行為見られているが、対面時の不穏さなし。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け介入していく。

・木村　格治様～終日隔離中。私物要求頻回で、要求が通らない事でドア蹴りしている。

対面時の声高さあり、表情も硬い。本日より、薬剤調整している。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け介入していく。
・小向　勝見様～身体拘束中。体温37.2～37.5℃で経過。経口からの食事摂取は朝が1/4程度、昼は不食している。服薬は拒否あり、時間をおいて促し服用出来ている。経管栄養トラブルなし。介入時、大声を出し拒否的な発言聞かれている。引き続き、循環障害に注意し、早期の拘束解除に向け介入をしていく。また、見守りのもと離床促していく。

・黒澤　雄治郎様～身体拘束中。体温36.6℃～37.5℃で経過。経管栄養トラブルなし。常に閉眼している。全身の湿疹は改善傾向。引き続き、循環障害に注意し、早期の拘束解除に向け介入していく。

＜要注目患者様＞

・堀内　正三郎様～帰宅要求強く棟内徘徊している。介入に対し、聞き入れは出来ており、易怒性や興奮はない。自室やトイレの場所が分からず、他室侵入見られているため、他者トラブルに注意し見守りしていく。また昨日、徘徊中にドアに左眉尻をぶつけ約2ｃｍ裂傷しているため、ふらつきや転倒に注意していく。

・渡部　博之様～「人間失格だ」「ここの左の方に洗濯機があったと思う」等とまとまりのない発言聞かれている。介入に対し、易怒性や興奮はない。昨日、他者の徘徊に対し粗暴行為あったが、本日はトラブルなく経過している。両手の振戦軽度あるが、食事動作は自立している。不調の訴え、バイタル異常無し。本日、採血（炭酸リチウム血中濃度・セット3）実施。

・和田　昌様～気分高揚、他者への干渉、言動の荒さ続いている。スタッフ介入時には暴言聞かれているが粗暴性は無い。引き続き、他者トラブルに注意し見守りしていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～日中はほぼ臥床し経過。他者交流もなく、日課も声掛け要している。幻聴による離棟行為なし。引き続き、精神症状の変化に注意しながら措置解除・退院に向けて援助していく。

・高橋　伸治様～今後、成年後見人（保佐人）の代理手続きを行う。また、生活保護受給申請にあたり、保険解約手続きも行っていく予定。それらが完了した上で、措置解除を進めて行く。日課、OTなどの拒否なし。幻聴の訴えもなく、落ち着いて過ごしている。引き続き、精神症状の変化に注意しながら措置解除・退院に向けて援助していく。

・葛西　美子様～他者交流見られ、OT、プログラムも積極的に参加している。幻聴や妄想に関した言動も無し。引き続き、精神症状の変化に注意しながら措置解除・退院に向けて援助していく。

＜新入院患者様＞

木村　正夫様（56）

主病名：アルコール依存症、ウェルニッケ脳症

身体合併症：肝機能障害、歩行障害、糖尿病、眼球運動障害

担当医：馬渡Ｄｒ　　　サポート指定医：田名部Dr　　　入院形態：医療保護入院

【経過】

　Ｈ23年より五戸総合病院・八戸赤十字病院へ糖尿病・肝機能障害にて複数回の入院歴あり。元来、焼酎720～1000ｍｌ飲酒していた。Ｈ27年8月より禁酒していたが、7日後自家用車運転中にアルコール離脱痙攣あり、交通事故を起こしている。急性硬膜下血腫の診断を受け、八戸赤十字病院へ入院。退院後に飲酒再開し、同年9月中旬より食事を摂らずに飲酒をするようになり、徐々に下肢の自由が利かない状態となる。入院治療希望し、本日当院受診。入院治療について説明するも、本人より同意得られず、御家族様同意にて11：00東病棟Ａユニットへ医療保護入院となる。

　入院時、オリエンテーションには穏やかに対応している。手指振戦軽度。食前血糖472㎎/dl、担当医指示にてインスリン実施している。検査や処置への拒否はなく応じている。

　離脱症状の観察を行いながら、安全な療養環境を提供していきます。

· 業者洗濯

· 買物カードなし。

· 朝　インスリン（ランタス注ソロスター　6単位）

· 毎食スライディングスケールあり。（食前血糖　400mg/dl以上でDrコール）

· 10/6（火）セット3　CRP　至急FAX

